
妥当性確認試験結果

測定時間：35分測定時間：80分

iDMと感染研法との比較

使用機材：QuantStudio5（サーモフィッシャー）人工陽性コントロールによる感度測定

於： 医療法人成和会 北大阪 ほうせんか病院 様
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iDMと感染研法との比較 於： 医療法人成和会 北大阪 ほうせんか病院 様

感染研法のNプライマーは
もともと感度が少し劣ると報告されている

妥当性確認試験結果 使用機材：QuantStudio5（サーモフィッシャー）人工陽性コントロールによる感度測定

iDMの検出限界は
感染研法と同等以上

検量線が感染研法の
N2と重なっており
ほぼ同感度といえる



iDMと感染研法との比較 於： 医療法人成和会 北大阪 ほうせんか病院 様

感染研法による陽性コントロールの
測定グラフ

iDMによる陽性コントロールの
測定グラフ

検体投入量が3μlであるため
厳しい条件であるにもかかわらず、
検出限界は、
N1ターゲット　1コピー/測定
N2ターゲット　1コピー/測定

3×100/3μl コピー測定結果
N1ターゲット　6/6サンプル
N2ターゲット　6/6サンプル

5×100/5μl コピー測定結果
Nセット　4/6サンプル
N2セット　6/6サンプル

測定による検出限界は、
Nセット4コピー/測定
N2セット1コピー/測定

使用機材：QuantStudio5（サーモフィッシャー）人工陽性コントロールによる感度測定


